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This paper offers an overview of the video retrieval system we have developed for the 
Japanese Diet. By using sound recognition techniques to match up the Diet proceedings and 
deliberation videos, our system allows one to retrieve the moment of video feeds he or she is 
interested in and visually understand the flow of parliamentary debates. Following the 
description of how our video retrieval system works, we utilize the video retrieval system 
that compares the official minutes and the sound recognition text data and examine the 
changes in Prime Minister Abe Shinzo’s parliamentary speeches, leading to an integrated 





































                                                  
1 http://www3.grips.ac.jp/~clip/ 
2 松田（2008）． 
3 Curini et al. (2020). 
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図１：安倍首相演説 2013～2016 年（衆議院） 
所信表明    施政方針 
2013 年 1 月 28 日   2013 年 2 月 28 日   



































図 2：安倍首相演説 2016～2020 年（衆議院） 
所信表明    施政方針 


















































































聴を可能にする「国会審議映像検索システム」は，2012 年 11 月 26 日から一般公開され，2014








審議映像を利用することが可能になり，発言の瞬間を URL として表現することにより，SNS を
通じて審議映像をインターネットで共有することも容易になる5． 
具体的には，審議映像の発言内容を検索するため，検索インデックスとして，動画中の発言の
                                                  
4 国会審議映像検索システムについては，これまでも国内外の学会や専門誌で紹介している．
Masuyama (2012, 2016, 2018a, 2018b)，Masuyama and Kawahara (2019)，Masuyama and 
Takeda (2014)，増山（2016, 2017a, 2017b, 2018, 2020），増山・竹田（2012, 2015），鈴木他






































図 5 国会審議映像検索システムの構成 
 








































図 7 国会審議映像検索システムのトップページ 
 








発言の出現回数の多い発言者 5 名および 10 会議，回次による絞り込みメニューが表示される．  








反転表示している箇所も変化する（1 分間再生し，1 分を超えた場合は 3 発言までで停止する初
                                                  





































図 10 フリップ検索結果 
 


















きる（図 13）．  
図 12 パネルと審議映像 
 
図 13 キーワードによる審議経過 
 









図 15 ワードクラウド 
 












                                                  
10 音声認識・顔認識版による審議映像検索までは，視聴ページの動画再生エリア上部に示す会議名
に音声認識・顔識別版によることを明記し，字幕付与機能は停止させている．これら一連の処理を

































各発言の正文率が表示される．図 18 は「気候変動 安全保障」で検索した際の小泉環境大臣の














wwords  による． )(wordf は単語の
会議録における頻度であり，時間的に最新であるほど，また特定の会議中における頻度の高さでウ
ェイトをかけている． )(wordq は単語の検索頻度である．wはこれら両頻度のウェイトであり，
現時点では 0.5 を想定している． 
12 具体的には，毎時 Twitter の日本のトレンドを自動的に取得・保存し，直近 7 日間のキーワード




図 17 正文率 
 




なる単位で集計・分析することができる．例えば，Masuyama (2018a) では，2017 年の第 193
回常会における発言 59,474 を分析し13，正文率が質疑と答弁では異なり，委員会や政策分野でも




異なることを明らかにしている．また，Masuyama and Kawahara (2019)では，2018 年の第 196









 図 19 は図 2・3 でワードクラウドを示した 2013 年から 2020 年までの安倍首相の所信表明と
施政方針について発言単位の正文率を時系列散布図にしたものであり，平滑化曲線を併せて示し
ている．所信，施政のいずれにおいても，正文率は当初８割強で推移したが，2016 年から 2017









                                                  
14 http://gclip1.grips.ac.jp/video/video/5400?t=2h59m33s&st=3h0m0s 




分割時系列解析（interrupted time series analysis, ITSA）は，ある事象が時系列に及ぼ
す影響を検証するものであり，ある事象の前の時系列変化がそのままであると仮定し，それ
との比較においてある事象の影響を事後の時系列変化として評価する．図 21 は安倍首相の
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 2016/1/22 2016/9/26 2017/1/20 
 係数 標準誤差 有意確率 係数 標準誤差 有意確率 係数 標準誤差 有意確率 
会議 -0.012  0.006  0.075  -0.014  0.004  0.000  -0.016  0.003  0.000  
事後 -13.705  6.049  0.026  -13.083  4.253  0.003  -7.652  4.118  0.066  
会議＊事後 0.020  0.007  0.005  0.030  0.004  0.000  0.033  0.004  0.000  
定数 93.990  1.833  0.000  94.675  1.292  0.000  95.381  1.326  0.000  
会議＋会議＊事後 0.008  0.002  0.001  0.016  0.002  0.000  0.016  0.002  0.000  
F検定 68.46(0.000)  95.09(0.000)   93.63(0.000)   
 
 2016/1/22 2016/9/26 2017/1/20 
 係数 標準誤差 有意確率 係数 標準誤差 有意確率 係数 標準誤差 有意確率 
会議 -0.273  0.207  0.192  -0.378  0.119  0.002  -0.447  0.124  0.001  
事後 -16.533  6.963  0.020  -15.312  4.184  0.000  -11.601  4.367  0.009  
会議＊事後 0.545  0.231  0.021  0.849  0.138  0.000  0.926  0.149  0.000  
定数 94.021  2.628  0.000  95.414  2.010  0.000  96.435  2.367  0.000  
会議＋会議＊事後 0.272  0.111  0.017  0.471  0.068  0.000  0.479  0.076  0.000  
F検定 33.89(0.000) 70.52(0.000) 50.69(0.000) 
注：N=92．上段は年月日を時系列とする．下段は会議を時系列とし，標準誤差は 3次 Newey-Westに基づく．F検定は会議，事
後，会議＊事後がいずれも 0とするものである（自由度 3,88）． 
